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孟
 
郊

の

文
 
学
 
観

こO

つ

い

て

序
 
詩
人
を
文
学
史
の
上
に
置
こ
う
と
す
る
と
き
、
詩
人
が
ど
の
よ
う
な
詩
を
理
想
と
し
目
指

し
た
か
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
基
礎
作
業
の
一
つ
で
あ
る
、
。
孟
郊
(
七
五
一
一
八
一
四
)

と
い
う
詩
人
を
韓
愈
グ
ル
ー
プ
の
中
に
位
置
さ
せ
る
と
き
も
、
中
唐
詩
壇
で
果
し
た
役
割
と

い
う
点
で
考
察
す
る
と
き
に
も
、
彼
の
文
学
観
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

 
唐
の
詩
人
に
は
自
ら
の
詩
論
を
専
著
に
ま
と
め
た
者
が
少
な
く
、
孟
郊
も
そ
の
例
に
も
れ

な
い
。
そ
の
た
め
詩
文
か
ら
絞
り
出
す
よ
う
に
し
て
文
学
観
を
把
捉
す
る
と
い
う
方
法
を
と

る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
羅
聯
添
が
『
階
唐
五
代
文
學
批
評
資
料
玉
澤
』
で
と
り
あ
げ
た

四
首
の
詩
と
一
篇
の
序
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
作
業
を
行
な
い
た
い
。

「
贈
蘇
州
車
郎
中
使
君
」
(
巻
六
)

謝
客
吟
一
軒

引
落
峯
聴
清

文
含
元
氣
柔

鼓
動
萬
物
輕

謝
客
 
一
声
を
吟
ず
れ
ば

霜
落
ち
 
華
聴
清
し

文
は
元
気
を
含
み
て
柔
ら
か
く

万
物
を
鼓
動
し
て
軽
し

嘉
木
依
性
植

曲
枝
亦
不
生

塵
埃
徐
庚
詞

金
玉
曹
諸
書

章
句
作
雅
正

江
山
盆
鮮
明

頻
藩
一
浪
草

菰
野
片
池
榮

會
是
康
樂
詠

出
今
奉
読
英

顧
惟
菲
薄
質

亦
願
將
此
井

薄

井

信

嘉
木
 
性
に
依
り
て
植
う
れ
ば

曲
枝
も
亦
た
生
ぜ
ず

塵
埃
た
り
 
徐
庚
の
詞

金
玉
た
り
 
曹
劉
の
名

章
句
 
雅
正
を
作
さ
ば

江
山
 
益
す
ま
す
鮮
明
な
り

鎖
藩
 
一
浪
の
草

菰
蒲
 
片
影
の
栄

曽
て
是
れ
康
楽
の
詠
み
し
と
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
と

如
今
 
其
の
英
を
奉
る

顧
み
て
非
薄
の
質
を
惟
ひ

亦
た
此
を
将
て
井
ば
ん
こ
と
を
願
ふ

治

 
「
謝
客
」
「
康
楽
」
は
晋
末
宋
初
の
謝
霊
運
の
こ
と
で
あ
る
、
。
こ
の
詩
で
は
章
郎
中
使
君
、

つ
ま
り
章
応
物
を
謝
霊
運
に
な
ぞ
ら
え
て
称
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
山
水
詩
人
と
し
て
高
名

で
あ
り
、
こ
の
見
立
は
絶
妙
の
批
評
と
も
な
っ
て
い
る
。
特
に
前
六
句
は
謝
霊
運
1
1
章
応
物

の
詩
に
対
す
る
孟
郊
の
評
価
を
示
す
。
「
清
」
「
柔
」
「
軽
」
と
い
う
語
で
二
人
の
詩
を
端
的
に

と
ら
え
て
い
る
。
「
嘉
木
 
性
に
依
り
て
植
う
れ
ば
、
曲
枝
も
亦
た
生
ぜ
ず
」
に
は
「
草
木
 
地
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を
択
び
て
生
え
、
禽
鳥
 
性
に
順
ひ
て
飛
ぶ
」
(
巻
二
 
隠
士
)
に
通
ず
る
「
性
」
に
対
す
る

考
え
方
が
う
か
が
え
る
。

 
「
徐
庚
」
は
徐
摘
・
庚
肩
吾
あ
る
い
は
徐
陵
・
乱
吟
の
こ
と
で
、
「
徐
庚
の
詞
」
と
は
彼
ら

の
綺
鑑
麗
華
な
詩
風
を
い
う
。
孟
郊
は
そ
れ
を
「
塵
埃
」
で
あ
る
と
排
斥
し
、
か
わ
り
に
「
金

玉
」
で
あ
る
「
曹
劉
」
を
称
揚
す
る
。
「
曹
劉
」
は
曹
植
・
清
宵
の
こ
と
，
で
、
い
わ
ゆ
る
建

安
の
詩
風
を
表
し
て
い
る
。

 
劉
禎
以
外
の
建
安
の
七
子
に
つ
い
て
、
孟
郊
は
王
簗
と
院
璃
の
名
を
挙
げ
て
い
る
、
。
特

に
王
漿
へ
の
言
及
は
5
例
を
数
え
る
。
他
の
孔
融
・
陳
琳
・
徐
幹
・
応
場
へ
の
言
及
は
見
え

な
い
が
、
「
時
に
吟
ず
 
五
君
の
詠
、
再
び
挙
ぐ
 
七
子
の
風
」
(
巻
六
 
上
包
祭
酒
)
、
「
頼

り
得
た
り
 
寛
陵
守
、
時
に
聞
く
 
建
安
の
吟
」
(
巻
九
 
贈
寛
陵
盧
使
君
慶
別
)
と
あ
る
よ

う
に
建
安
の
風
骨
へ
の
傾
斜
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

 
第
九
句
の
「
雅
正
」
は
「
大
雅
」
や
「
風
雅
」
と
結
び
つ
く
、
思
想
を
主
と
し
た
正
し
い

詩
、
す
な
わ
ち
『
詩
経
』
の
伝
統
を
表
す
語
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
展
開
上
「
雪
国
」
は
「
曹

劉
」
を
代
表
と
す
る
建
安
の
風
骨
を
う
け
て
い
る
の
で
、
孟
郊
は
詩
経
精
神
を
引
き
継
い
だ

も
の
と
し
て
建
安
文
学
を
と
ら
え
て
い
る
と
い
え
る
。

 
末
二
句
は
以
上
に
述
べ
て
き
た
謝
霊
運
1
1
章
応
物
の
詩
風
に
倣
お
う
と
す
る
意
志
を
示
し

て
い
る
。
直
接
章
応
物
に
贈
っ
た
詩
な
の
で
少
し
割
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
謝
霊
運
、
章
応
物
、
建
安
文
学
が
孟
郊
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。

二
 
 
「
答
盧
全
」
(
巻
七
)

楚
屈
入
水
死

詩
死
踏
雪
優

直
氣
筍
有
存

死
亦
何
所
妨

日
壁
高
査
牙

清
稜
含
泳
漿

前
古
後
凶
刃

楚
屈
 
水
に
入
り
て
死
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ふ

詩
に
死
し
雪
を
踏
ん
で
優
る

直
気
 
筍
く
も
存
す
る
有
れ
ば

死
も
亦
た
何
ぞ
妨
ぐ
所
な
ら
ん

 
さ日

壁
き
 
高
き
こ
と
団
坐
た
り

清
稜
 
泳
漿
を
含
む

前
古
後
古
の
泳

與
山
氣
勢
強

閃
怪
千
石
形

異
状
安
可
量

有
時
春
鏡
破

百
道
聲
飛
揚

潜
仙
不
足
言

朗
客
無
隠
腸

爲
君
傾
海
宇

日
夕
多
文
章

天
下
堂
無
縁

此
山
雪
昂
藏

煩
君
前
致
詞

哀
我
老
更
狂

狂
歌
不
及
狂

歌
聲
縁
鳳
鳳

鳳
号
何
當
來

清
我
孤
直
瘡

君
文
眞
鳳
聲

宣
隆
漏
鰹
錨

洛
友
零
落
蓋

逮
鮫
悲
重
陽

濁
自
有
異
骨

將
騎
白
角
翔

再
三
渤
莫
行

寒
氣
有
刀
槍

仰
葱
君
子
多

愼
勿
作
芥
芳

山
よ
り
も
気
勢
強
し

閃
怪
 
千
石
の
形

異
状
 
安
ん
ぞ
量
る
救
け
ん
や

時
有
り
 
遅
筆
破
れ

百
道
 
声
 
飛
揚
す

潜
仙
 
言
ひ
足
ら
ず

朗
客
 
腸
を
隠
す
無
し

君
が
為
に
海
宇
を
傾
く

日
夕
 
文
章
多
し

天
下
 
堂
に
縁
下
か
ら
ん
や

此
の
山
 
雪
昂
蔵
た
り

君
を
煩
は
し
 
前
み
て
詞
を
致
す

我
が
老
い
て
更
に
狂
な
る
を
哀
し
む

狂
歌
 
狂
な
る
に
及
ば
ず

歌
声
 
鳳
鳳
に
縁
る

 
 
 
い
つ

鳳
や
 
何
か
当
に
来
た
り
て

我
が
孤
直
の
瘡
を
消
す
ぺ
け
ん
や

君
が
文
 
真
に
鳳
声
な
り

宣
隆
 
鰹
鋳
満
つ

洛
友
 
零
落
尽
し

妓
に
逮
ん
で
重
陽
を
悲
し
む

ひ
 
 
と

独
自
り
 
異
骨
有
り

将
に
白
角
に
騎
り
て
翔
ば
ん
と
す

再
三
 
勧
め
て
行
ふ
莫
か
れ

寒
気
 
刀
刃
有
り

仰
ぎ
葱
ず
 
君
子
多
し

慎
ん
で
三
芳
を
作
す
勿
か
れ

 
「
答
盧
全
」
は
楚
の
屈
原
の
死
か
ら
詠
じ
ら
れ
る
。
「
楚
屈
 
水
に
入
り
て
死
し
、
詩
に
死

し
雪
を
踏
ん
で
優
る
」
と
は
、
屈
原
は
読
言
に
合
い
入
水
し
て
死
に
、
自
分
は
詩
に
よ
っ
て
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3孟郊の文学観について

死
に
雪
の
中
に
倒
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
い
う
。
別
の
テ
ク
ス
ト
で
は
「
二
死
」
は
「
詩
孟
」

で
あ
り
、
心
事
が
詩
に
悪
戦
苦
闘
す
る
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。

 
孟
郊
が
屈
原
に
言
及
す
る
の
は
他
に
6
例
あ
る
5
。
そ
の
う
ち
の
半
分
が
屈
原
の
死
と
関

わ
っ
て
い
る
。

蜜
均
入
廻
流
 
 
霊
均
 
廻
流
に
入
り

斬
筒
爲
良
謀
 
 
斬
尚
 
良
謀
を
為
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ざ
な

「
霊
均
」
は
屈
原
の
遡
り
の
字
。

(
巻
一
 
湘
絃
怨
)

「
斬
尚
」
は
屈
原
を
お
と
し
い
れ
た
人
物
。

試
零
細
鶯
去
 
 
試
み
に
伯
驚
の
旧
く
を
逐
ひ

還
作
塞
均
行
 
 
還
た
霊
均
の
行
を
達
す

「
伯
鶯
」
は
後
漢
の
梁
鴻
の
こ
と
。

投
ず
る
直
前
の
三
吟
を
指
す
。

菖
詞
寄
一
山

此
庭
損
忠
躯

(
巻
三
 
下
第
東
南
行
)

「
霊
均
の
行
」
は
陳
下
国
の
注
、
に
よ
れ
ば
泪
羅
に
身
を

も旧
と
称
す
 
楚
の
霊
迎

 
 
 
 
 
 
お
と

此
処
に
忠
躯
を
損
す

(
強
弓
 
旅
次
湘
玩
国
守
霊
均
)

「
躯
を
損
す
」
は
死
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

 
屈
原
が
詩
に
詠
ま
れ
る
と
き
、
そ
の
入
水
死
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、

三
三
の
場
合
に
も
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
第
二
句
は
「
詩
孟
」

よ
り
も
「
詩
死
」
の
方
が
一
三
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
。

 
第
三
四
句
「
直
気
 
即
く
も
存
す
る
有
れ
ば
、
死
も
亦
た
何
ぞ
妨
ぐ
所
な
ら
ん
」
は
、
詩

に
「
回
気
」
さ
え
あ
れ
ば
肉
体
は
死
ん
で
も
何
の
妨
げ
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

孟
郊
の
詩
に
対
す
る
強
い
思
い
入
れ
、
決
意
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
十
句
の
「
老

い
て
更
に
狂
」
、
第
二
十
一
句
の
「
狂
歌
狂
な
る
に
及
ば
ず
」
の
「
狂
」
や
第
二
十
四
句
の

「
孤
直
の
瘡
」
も
孟
郊
の
詩
に
対
す
る
強
す
ぎ
る
思
い
か
ら
き
た
も
の
と
と
っ
て
差
し
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

 
第
五
句
以
降
は
そ
の
よ
う
な
思
い
を
秘
め
た
孟
郊
に
見
え
る
心
象
風
景
が
描
か
れ
る
。
「
峡

哀
十
首
」
に
共
通
す
る
奇
怪
な
イ
メ
ー
ジ
に
満
ち
て
い
る
。
後
半
部
で
は
盧
全
の
詩
を
待
ち

焦
れ
る
鳳
風
の
声
で
あ
る
と
称
え
て
い
る
。

三
 
「
送
任
斉
二
秀
才
自
洞
庭
遊
宣
城
詩
序
」
(
巻
七
)

 
文
章
者
、
賢
人
二
心
氣
也
。
心
氣
樂
則
文
章
正
、
心
葉
非
則
文
章
不
正
。
當
正
而
不
正

者
、
心
氣
之
備
也
。
賢
與
僑
見
於
文
章
。
＝
旦
之
詞
、
衰
代
多
渦
。
賢
無
曲
詞
。
文
章
之

曲
直
、
不
由
於
心
氣
。
心
氣
之
悲
樂
、
亦
不
由
賢
人
。
二
郎
時
故
。
乾
臨
州
多
君
子
、
閑

暇
而
寛
。
文
章
之
曲
直
・
繊
微
、
悉
而
備
長
。
…
…
…

 
文
章
は
、
賢
人
の
心
気
な
り
。
心
気
楽
し
け
れ
ば
則
ち
文
章
正
し
、
心
気
非
な
れ
ば
則

ち
文
章
正
し
か
ら
ず
。
正
に
当
っ
て
正
し
か
ら
ざ
る
は
、
心
気
の
偽
な
り
。
賢
と
偽
と
は

 
 
 
あ
ら

文
章
に
見
は
る
。
一
直
の
詞
は
、
衰
代
に
禍
ひ
多
し
。
賢
に
曲
詞
無
し
。
文
章
の
曲
直
は
、

 
 
 
よ

心
気
に
由
ら
ず
。
心
気
の
悲
楽
も
、
亦
た
賢
人
に
由
ら
ず
。
時
に
由
る
故
な
り
。
今
宣
州

君
子
多
く
、
閑
暇
に
し
て
寛
な
り
。
文
章
の
曲
直
・
卍
巴
、
悉
く
し
て
備
挙
す
。
…
…
…

 
「
送
任
斉
二
秀
才
自
洞
庭
遊
宣
城
詩
序
」
で
は
、
文
章
に
「
正
不
正
」
「
曲
直
」
が
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
文
章
(
詩
文
)
と
い
う
も
の
は
賢
人
の
「
心
気
」
の
反
映
で
あ
り
、
「
心

気
」
が
楽
し
い
状
態
で
あ
れ
ば
文
章
は
正
し
い
も
の
と
な
り
、
「
心
気
」
が
そ
う
で
な
け
れ
ば

文
章
は
正
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
。
「
心
気
」
に
は
「
偽
」
の
状
態
も
あ
り
、
そ
の
場
合
文

章
は
正
し
く
と
も
正
し
く
な
い
も
の
と
し
て
現
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
「
心
気
」
に
よ
っ
て
「
正
不
正
」
が
決
ま
る
わ
け
だ
が
、
さ
て
、
「
心
気
」
と

は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
郊
自
身
に
は
他
に
「
一
章
喩
傲
明
、
百
萬
心
氣

定
」
(
巻
入
 
送
韓
愈
従
軍
)
の
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
例
は
直
接
文
学
観
と
は
結
び

つ
か
な
い
。
そ
こ
で
「
心
気
」
を
「
心
」
と
「
気
」
と
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。
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ま
ず
、
文
学
論
と
し
て
重
要
な
「
気
」
を
と
り
あ
げ
る
。
文
学
批
評
史
の
上
，
で
「
気
」

に
つ
い
て
最
初
に
言
及
す
る
の
は
魏
の
曹
不
で
あ
る
。
曹
 
は
「
文
は
気
を
以
て
主
と
為
す
。

気
の
清
濁
は
体
有
り
。
力
め
強
ひ
て
致
す
可
か
ら
ず
。
」
(
「
典
論
論
文
」
)
と
主
張
し
た
。
文

に
現
れ
た
気
の
清
濁
は
、
作
者
の
個
性
に
従
っ
て
体
格
が
定
ま
る
の
で
努
力
し
て
手
に
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
気
」
は
作
者
の
「
気
質
」
で
あ

る
と
い
え
る
。
韓
愈
に
も
「
気
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
曹
不
の
も
の
と
は
相
違
し
て

い
る
。
「
答
李
鯛
書
」
で
は
「
気
は
水
な
り
。
言
は
浮
か
ぶ
物
な
り
。
水
大
に
し
て
、
物
の
浮

 
 
 
 
 
 
こ
と
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

か
ぶ
者
、
大
小
畢
く
浮
か
ぶ
。
気
と
言
と
猶
ほ
是
く
の
ご
と
し
。
気
盛
ん
な
る
と
き
は
、
則

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う

ち
言
の
短
長
と
声
の
高
下
す
る
者
と
皆
宜
し
。
」
と
い
う
。
こ
の
場
合
の
「
気
」
は
作
者
の
「
気

力
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
気
力
が
旺
盛
で
あ
れ
ば
文
章
も
う
ま
く
い
く
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
詞
に
於
て
必
ず
己
れ
よ
り
出
づ
」
(
「
南
陽
焚
紹
述
墓
誌
銘
」
)
と
い
う
韓
愈
自

身
の
文
学
観
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
孟
郊
の
い
う
「
心
気
」
は
韓
愈
の
「
気
」
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
百
万
 
心
気

定
ま
る
」
(
上
澄
愈
従
軍
)
や
「
心
気
の
悲
楽
」
の
例
を
見
る
と
、
や
は
り
「
心
気
」
は
「
心
」

に
ウ
ェ
イ
ト
の
あ
る
語
で
あ
る
。
「
心
」
の
あ
り
か
た
の
反
映
と
い
っ
て
も
、
た
だ
感
情
に
よ
っ

て
だ
け
文
章
は
左
右
さ
れ
る
と
孟
郊
は
い
う
の
で
は
な
い
。
「
心
」
の
状
態
に
よ
っ
て
文
章
の

「
正
不
正
」
が
決
ま
る
と
し
た
ら
、
「
心
」
は
一
定
不
変
の
も
の
で
は
な
い
の
で
「
正
不
正
」

も
移
ろ
い
や
す
い
表
層
的
な
も
の
で
あ
る
。

 
本
質
的
根
本
的
な
も
の
は
「
曲
直
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。
「
文
章
の
曲
直
は
心
気
に
由
ら
ず
」

と
あ
り
、
「
賢
に
曲
骨
無
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
曲
直
」
は
「
正
不
正
」
と
直
接
結
び
つ

か
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
賢
で
な
い
者
の
文
章
が
「
曲
」
で
あ
り
、
賢
人
の
文

章
は
、
時
に
「
正
」
で
あ
っ
た
り
、
「
不
正
」
で
あ
っ
た
り
し
て
も
本
質
的
に
「
直
」
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
も
結
局
は
「
時
に
由
る
故
な
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
コ
直
の
詞
は
衰
代
に
禍
ひ
多
し
」
か
ら
は
、
孟
郊
が
当
代
を
「
衰
代
」
つ
ま
り
道
の
行

な
わ
れ
な
い
衰
え
た
世
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
と
、
「
直
」
で
あ
る
が
た
め
に
禍
い
が
多
い
の

だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
孟
郊
は
自
分
と
自
分
の
詩
を
「
直
」
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
誇
り
を
持
っ
て
い
る
が
、
「
直
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
傷
つ
き
遠
い
を
招
く
の
だ
と
い
う
被

害
意
識
も
強
く
持
っ
て
い
る
。
6
例
ほ
ど
挙
げ
て
み
よ
う
。

人
心
忌
孤
直
 
 
人
心
 
孤
直
を
忌
む

木
性
随
改
易
 
 
木
隠
 
改
易
に
随
ふ

正
直
被
放
者
 
 
正
直
 
放
ぜ
ら
る
れ
ば

鬼
魅
無
所
侵
 
 
鬼
魅
 
侵
す
所
無
し

(
巻
二
 
衰
松
)

(
再
々
 
連
州
吟
三
章
其
三
)

「
連
州
吟
三
章
」
は
陳
延
傑
に
よ
れ
ば
、
貞
元
十
九
年
に
韓
愈
が
連
州
陽
山
令
に
疑
せ
ら
れ

た
と
き
、
韓
愈
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
正
直
」
は
韓
愈
を
指
す
。

鳳
号
何
當
來

清
我
身
直
瘡

 
 
 
い
つ

鳳
や
 
何
か
当
に
来
た
り
て

我
が
孤
児
の
瘡
を
消
す
ぺ
け
ん
や

忠
直
血
白
刀
 
 
忠
直
 
白
刃
を
血
ぬ
る

道
路
早
早
黄
 
 
道
路
 
声
 
蒼
黄
た
り

「
忠
直
」

す
。

(
巻
七
 
答
重
症
)

(
巻
七
 
汁
州
離
心
後
払
韓
愈
懸
物
)

は
三
吟
に
よ
れ
ば
、
孟
郊
と
同
じ
く
韓
愈
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
陸
長
源
を
指

慮
由
放
忠
直
 
 
応
に
忠
直
を
放
ず
る
に
由
り

在
此
成
三
密
 
 
此
に
在
っ
て
漂
倫
と
成
る

志
士
不
得
心
 
 
志
士
 
老
い
る
を
得
ず

多
爲
直
氣
傷
 
 
多
く
直
気
の
傷
を
為
す

(
第
九
 
江
邑
春
森
奉
贈
陳
右
腕
V

(
巻
十
 
卯
犬
李
観
)
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5孟郊の文学観について

 
こ
の
よ
う
な
強
い
被
害
意
識
は
、
当
然
「
曲
」
で
あ
る
も
の
へ
の
攻
撃
、
排
斥
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
曲
直
」
は
孟
郊
の
詩
の
発
想
を
探
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

い
る
。四

 
「
送
淡
公
十
一
一
首
其
十
二
」
(
巻
八
)

詩
人
苦
爲
詩

不
如
脱
空
飛

一
生
空
鴛
氣

非
諌
復
非
識

脱
枯
掛
寒
枝

棄
如
一
唾
微

一
歩
一
歩
乞

牛
片
半
片
衣

椅
詩
爲
活
計

從
古
多
無
肥

詩
稿
老
齢
怨

勢
師
涙
罪
罪

詩
人
 
苦
し
ん
で
詩
を
為
る
は

空
に
脱
し
て
飛
ぶ
に
如
か
ず

一
生
空
し
く
鷺
気
の
み

諌
に
非
ず
復
た
識
に
非
ず

脱
枯
 
寒
枝
に
掛
か
り

棄
て
ら
る
る
こ
と
一
三
の
微
か
な
る
が
如
し

一
歩
一
歩
乞
ふ

半
片
半
片
の
衣

詩
に
俺
り
て
活
計
を
為
す
は

古
へ
従
り
多
く
肥
ゆ
る
こ
と
無
し

詩
に
て
飢
う
る
も
老
い
て
怨
ま
ず

師
が
涙
の
罪
罪
た
る
を
労
す

 
「
送
淡
紅
十
二
首
其
十
二
」
で
は
、
「
詩
人
 
苦
し
ん
で
詩
を
為
る
は
、
空
に
脱
し
て
飛
ぶ

に
如
か
ず
」
と
い
い
、
「
苦
し
ん
で
詩
を
為
る
」
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
部
分
は
自
嘲
と
し
て
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
孟
郊
は
苦
し
ん
で
詩
を
作
り
、
詩
に

よ
っ
て
苦
し
ん
だ
詩
人
な
の
で
あ
る
か
ら
。

 
一
首
の
主
題
は
後
半
部
に
現
れ
て
い
る
。
「
詩
に
削
り
て
活
計
を
為
す
は
、
古
へ
弄
り
多
く

肥
ゆ
る
こ
と
無
し
」
、
詩
人
は
肥
え
る
こ
と
が
な
い
、
詩
人
の
生
涯
に
飢
餓
は
当
然
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
詩
に
て
囲
う
る
も
老
い
て
怨
ま
ず
」
と
、
そ
の
こ
と
を
一
種
誇
り
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

 
詩
と
飢
え
、
詩
人
と
飢
え
に
つ
い
て
、
孟
郊
に
は
飢
え
死
に
し
た
詩
人
盧
股
・
劉
言
史
を

悼
む
も
の
を
中
心
に
7
例
ほ
ど
あ
る
、
。
そ
の
う
ち

＝
で
も
、
盧
殿
・
劉
接
壌
に
触
れ
て
い
る
。

意
恐
被
詩
餓

欲
住
將
底
依

盧
段
劉
言
史

餓
死
君
巳
臆

「
送
淡
公
十
二
首
」
の
連
作
の
「
其
十

意
は
恐
る
 
詩
餓
を
被
ら
ん
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
な
に

住
ま
ら
ん
欲
す
る
も
 
将
た
底
に
か
依
ら
ん

盧
段
 
劉
言
史
の

餓
死
せ
る
を
 
君
 
己
に
臆
け
り

「
其
十
二
」
は
こ
れ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

詩
人
と
飢
え
の
関
係
も
盧
段
・
劉
言
史
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

詩
人
業
孤
哨
 
 
詩
人
 
業
 
孤
哨
に
し
て

餓
死
良
已
多
 
 
餓
死
す
る
こ
と
良
に
已
に
多
し

詩
人
多
清
哨
 
 
詩
人
 
多
く
 
清
適
な
り

餓
死
抱
空
山
 
 
餓
死
し
て
空
山
を
抱
く

(
巻
十
 
…
犬
劉
言
史
)

(
巻
十
 
弔
盧
段
十
首
其
一
)

「
孤
蛸
」
「
清
哨
」
の
ど
ち
ら
に
も
あ
る
「
蛸
」
は
厳
し
く
険
し
い
こ
と
で
あ
り
、
盧
段
・
劉

言
史
の
詩
業
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
二
例
で
は
詩
人
と
飢
え
と
の
関
係
は
、

す
ぐ
れ
た
詩
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
餓
死
し
た
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
た
詩

人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
飢
え
、
餓
死
を
免
れ
な
か
っ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。

 
「
詩
飢
」
が
詩
人
に
と
っ
て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
よ
り
良
い
詩
を
作
る
者

に
は
更
に
餓
死
を
免
れ
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
詩
飢
」
を
免
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
詩
を

生
活
の
手
段
と
し
て
肥
え
て
い
る
者
に
対
し
て
孟
郊
が
批
判
的
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

そ
の
批
判
の
や
り
方
は
盧
股
・
憾
言
史
に
対
す
る
場
合
と
全
く
逆
に
な
る
。
悪
い
詩
で
あ
る

か
ら
こ
そ
肥
え
ら
れ
る
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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悪
詩
皆
得
官
 
 
悪
し
き
詩
は
皆
官
を
得

好
詩
空
抱
山
 
 
好
き
詩
は
空
し
く
山
を
抱
く

時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
者
の
僻
み
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
が
、

想
に
お
け
る
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

五
 
 
「
読
張
碧
集
」
(
巻
九
)

天
寳
太
白
残

六
義
已
清
早

大
哉
國
風
本

喪
而
王
澤
端

先
生
今
七
生

斯
文
信
望
零

下
筆
謹
興
亡

陳
詞
備
風
骨

高
秋
数
黒
潮

澄
潭
一
輪
月

誰
作
探
詩
官

忍
樽
酒
逆
叉

天
宝
に
太
白
残
し

六
義
己
に
消
欺
す

連
な
る
哉
 
国
風
の
本

喪
は
れ
て
王
沢
煙
く

先
生
 
今
復
た
生
ま
る

斯
文
 
信
に
欠
け
難
し

筆
を
下
し
て
興
亡
を
証
し

詞
を
陳
ね
て
風
骨
を
備
ふ

高
秋
 
数
奏
の
琴

澄
潭
 
一
輪
の
月

誰
か
採
詩
の
官
と
作
ら
ん

之
に
忍
び
で
揮
発
せ
ざ
る
や

(
巻
四
 
懊
悩
)

こ
れ
が
孟
郊
の
詩
の
発

 
張
碧
は
貞
元
年
間
(
七
八
五
～
八
〇
四
)
の
人
。

 
詩
で
は
、
ま
ず
天
宝
(
実
際
に
は
宝
鑑
)
年
間
に
太
白
(
李
白
)
が
没
し
た
こ
と
で
、
六

義
(
『
詩
経
』
)
の
伝
統
が
一
旦
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
李
白
に
言
及
し
た
も
の

は
他
に
4
例
あ
り
、
、
そ
れ
ぞ
れ
李
白
の
詩
才
を
高
く
評
価
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
『
詩
経
』
と
の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

 
李
白
自
身
は
文
学
論
と
し
て
復
古
を
唱
え
、
「
古
風
五
十
九
首
」
の
其
一
で
は
、
『
詩
経
』

こ
そ
詩
の
正
統
で
あ
る
と
し
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
志
を
述
べ
る
。

大
雅
久
不
作

吾
衰
寛
誰
陳

正
聲
何
微
荘

哀
怨
起
騒
人

我
志
在
捌
述

垂
輝
映
千
春

 
 
 
 
 
お
こ

大
雅
久
し
く
作
ら
ず

吾
衰
へ
な
ば
寛
に
誰
か
陳
べ
ん

正
声
 
何
ぞ
雪
避
た
る

哀
怨
 
騒
人
を
起
こ
す

我
が
志
は
剛
述
に
在
り

輝
を
垂
れ
て
千
春
を
映
さ
ん

「
大
雅
」
は
『
詩
経
』
の
分
類
の
一
つ
。
「
正
声
」
は
正
し
い
音
、
こ
こ
で
は
『
詩
経
』
の
よ

う
な
思
想
を
主
と
し
た
正
し
い
詩
を
指
す
。
「
大
雅
久
し
く
作
ら
ず
」
「
正
声
 
何
ぞ
微
荘
た

る
」
は
と
も
に
詩
の
正
統
で
あ
る
『
詩
経
』
の
伝
統
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
「
剛

述
」
は
孔
子
が
『
詩
経
』
を
編
集
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
吾
衰
へ
な
ば
寛
に
誰
か
陳
べ
ん
」

「
我
が
志
は
剛
述
に
在
り
」
は
と
も
に
『
詩
経
』
の
伝
統
を
引
き
継
ご
う
と
い
う
李
白
の
意

志
を
示
し
て
い
る
。

 
孟
郊
は
張
碧
が
李
白
の
志
を
継
い
で
『
詩
経
』
の
伝
統
を
再
生
さ
せ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

第
七
句
以
降
は
そ
の
形
容
で
あ
る
。
詩
の
中
の
「
六
義
」
「
国
風
」
「
採
詩
の
官
」
は
す
べ
て

『
詩
経
』
と
深
く
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
張
碧
の
詩
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
孟
郊

自
身
の
『
詩
経
』
へ
の
思
い
が
う
か
が
え
る
。

 
こ
の
外
の
孟
郊
の
『
詩
経
』
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
は
、
『
詩
経
』
へ
の
憧
憬
が
感
じ

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

雲
容
不
如
歌
 
 
詩
を
能
く
す
る
は
歌
に
如
か
ず

恨
望
三
百
篇
 
 
恨
配
す
 
三
百
篇

何
當
補
風
教

爲
薦
三
百
篇

い
つ何

か
当
に
風
教
を
補
ひ

為
に
三
百
篇
を
薦
む
ぺ
け
ん
や

(
巻
三
 
教
坊
歌
児
)
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7孟郊の文学観について

大
雅
難
具
陳

正
偽
易
漂
倫

 
 
 
つ
ぶ

大
雅
 
具
さ
に
陳
べ
難
し

正
声
 
漂
航
し
易
し

こ
れ
ら
は
自
ず
と
当
代
の
文
学
へ
の
批
判
を
含
ん
で
い
る
。

結

(
単
車
 
送
魏
端
公
入
朝
)

(
無
二
 
答
喰
付
心
見
寄
)

 
孟
郊
は
復
古
主
義
の
潮
流
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
詩
人
で
あ
る
。
『
孟
東
野
詩
集
』
に
も
「
古
」

の
字
が
頻
出
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
「
今
」
を
批
判
す
る
た
め
に
打
ち
出
さ
れ
た
「
古
」

で
あ
っ
て
、
具
体
的
内
容
が
伝
わ
っ
て
来
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
文
化
的
、
社
会
的
な
広

が
り
を
持
た
ず
、
い
わ
ば
無
内
容
な
痩
せ
て
枯
れ
た
倫
理
的
護
符
と
い
っ
た
も
の
で
し
か
な

い
」
(
山
之
内
正
彦
)
と
い
う
「
古
」
も
あ
る
の
で
あ
る
。

 
本
稿
で
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
復
古
に
関
わ
る
の
は
、
の
『
詩
経
』
の
伝
統
の
継
承
(
読
三

碧
集
)
、
口
屈
原
へ
の
言
及
(
答
盧
全
)
、
口
建
安
文
学
の
称
揚
(
贈
蘇
州
章
郎
中
使
君
)
、
四

謝
霊
運
の
評
価
(
同
上
)
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
「
古
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関

係
が
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
ど
れ
に
重
点
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
残
念
な
が
ら
明
ら

か
に
し
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
行
う
に
は
実
作
に
お
け
る
発
想
・
表
現
の
比
較
が
必
要
で
あ

る
。
0
と
口
な
ど
は
比
興
表
現
と
そ
の
発
想
を
湯
壷
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何

か
し
ら
明
ら
か
に
出
来
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 
ま
た
、
文
学
観
と
し
て
は
同
時
代
の
韓
愈
と
咬
然
の
そ
れ
と
精
密
に
比
較
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

(
注
)

底
本
に
は
、
華
枕
之
校
訂
『
孟
東
野
詩
集
』
(
人
民
文
学
出
版
社
)
を
使
用
し
、
野
口
一
雄

編
『
孟
叢
説
索
引
』

し
た
。

(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
)
を
参
考
に

①
本
稿
は
基
礎
的
作
業
で
あ
る
た
め
、
自
ず
と
先
行
論
文
の
補
遺
と
い
う
性
格
を
持
つ

 
こ
と
に
な
る
。
特
に
参
考
に
し
た
論
文
を
次
に
挙
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

山
之
内
正
彦
「
孟
郊
詩
論
(
上
)
1
連
作
詩
を
中
心
に
一
」
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要

 
6
8

赤
井
益
久
「
孟
郊
論
-
仕
官
前
の
悟
淡
と
執
着
1
」
中
国
文
学
の
世
界
6

②
謝
霊
運
を
詠
ん
だ
他
の
例
と
し
て
は
、
「
戎
府
営
秀
異
、
謝
公
期
相
携
」
(
巻
七
寄

 
嚢
中
諸
公
)
、
「
追
悲
謝
蜜
運
、
不
得
殊
常
封
」
(
巻
九
 
品
松
)
、
「
康
樂
寵
詞
客
、
清
宵

 
意
無
窮
」
(
巻
五
 
夜
集
甲
州
郡
斎
寒
心
僧
辮
弾
琴
)
、
「
去
塵
華
甲
歩
、
山
笑
康
樂
巖
」

 
(
五
九
 
噴
玉
戸
)
が
あ
る
。

③
他
の
例
と
し
て
、
「
曹
劉
不
免
死
、
誰
敢
負
年
華
」
(
巻
四
面
文
士
飲
)

④
「
漢
家
正
号
齪
、
王
業
別
万
言
」
(
巻
二
感
懐
入
首
其
七
)
、
「
禰
生
投
野
遊
、
王
漿

 
吟
詩
謁
」
(
巻
筆
 
答
平
戸
李
下
別
因
献
張
徐
州
)
、
「
王
簗
有
所
依
、
元
喩
初
言
意
」
(
巻

 
八
 
送
韓
愈
従
軍
)
、
「
細
謹
荊
州
客
、
今
余
寛
陵
賓
」
(
巻
六
 
自
商
行
謁
豊
州
盧
亡
君

 
慶
)
、
「
仲
宣
領
騎
射
、
結
束
皆
少
年
」
(
巻
八
 
送
主
七
里
御
帰
天
徳
幕
)

⑤
引
用
し
た
以
外
の
例
は
、
コ
掬
蜜
雪
占
、
千
年
湘
水
文
」
(
巻
一
楚
竹
二
道
盧
慶

 
端
公
見
和
湘
絃
怨
)
、
「
涙
流
瀟
湘
絃
、
調
苦
屈
宋
弾
」
(
巻
三
 
商
州
客
舎
)
、
「
勢
牧
頁

 
生
涙
、
強
起
屈
平
身
」
(
巻
五
 
羅
氏
花
下
奉
招
陳
侍
御
)
で
あ
る
。

⑥
陳
延
傑
撰
『
孟
東
野
詩
注
』
(
新
文
豊
出
版
公
司
)
。
た
だ
し
新
文
豊
出
版
公
司
本
は

 
著
作
者
を
孟
浩
然
と
し
陳
延
傑
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。
序
文
に
よ
り
改
め
た
。

⑦
青
木
正
児
「
支
那
文
學
思
想
史
」
(
『
青
木
正
野
全
集
第
一
巻
』
春
秋
社
)
、
羅
根
澤
『
中
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國
文
學
批
評
史
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
)
、

籍
出
版
社
)
等
を
参
考
に
し
た
。

朱
東
潤
『
中
國
文
學
批
評
史
大
綱
』
(
上
海
古

⑧
引
用
し
た
以
外
の
例
は
、
「
餓
死
始
有
名
、
餓
名
高
鼠
急
」
(
巻
十
弔
盧
段
十
首
其

 
六
)
、
「
搏
鷲
有
絵
飽
、
魯
山
長
飢
空
」
(
巻
十
 
弔
元
魯
山
十
首
其
一
)
、
「
所
以
元
魯
山
、

 
鰻
衰
難
與
楷
」
(
巻
十
 
弔
元
魯
山
十
首
其
四
)
で
あ
る
。

⑨
「
退
之
如
放
逐
、
李
白
自
衿
脊
」
(
巻
四
招
文
士
飲
)
、
「
宋
玉
逞
大
句
、
李
白
飛
狂

 
才
」
(
巻
六
 
贈
鄭
夫
子
紡
)
、
「
可
惜
李
杜
死
、
不
見
此
狂
瘍
」
(
巻
六
 
戯
贈
元
本
二

 
首
其
一
)
、
「
高
名
稽
調
仙
、
昇
降
曾
莫
停
」
(
巻
十
 
弔
盧
段
十
首
其
十
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
国
語
教
室
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
日
受
理
)
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